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今
年
は
林
家
正
蔵
ỏ
柳
家
三
三
ỏ

立
川
談
笑
ỏ
宮
田
陽
・
昇
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
Ố

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演
Ố

12

■費 
大
人
3
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
2
街
0
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
・
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
Ố

■申 
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
Ố

平成27年（2015）6月15日号（2）

に
申
込
書
ớ
必
要
事
項
を
記
入
し
写

真
貼
付
Ờ
を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
Ố

※
申
込
書
は
総
務
課
ỏ
各
支
所
ỏ
出

張
所
で
配
付
ớ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
も
可
ỜỐ

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
ớ
〒
2
7
0

Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

Ổ
2
・
緯
内
線
4
3
2
ỜỐ

印
西
市
障
害
者
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
  策
定
委
員

　
平
成
　
年
度
に
第
2
次
障
害
者
基

27

本
計
画
改
定
版
を
策
定
す
る
た
め
ỏ

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

　
こ
の
計
画
は
ỏ
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
の
施

策
の
ỏ
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

を
図
る
も
の
で
す
Ố

胸
任
用
期
間
ộ
委
嘱
の
日
か
ら
平
成

　
年
3
月
　
日
ま
で
Ố

28

31

胸
報
酬
ộ
日
額
7
街
5
0
0
円
Ố

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
ỏ
年
2

20

ペ
ồ
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
も
可
ỜỐ

※
申
込
書
と
小
論
文
に
よ
る
審
査
を

基
本
と
し
ỏ
必
要
に
応
じ
面
接
を
実

施
す
る
場
合
有
り
Ố

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
Ố

■問 
ク
リ
ồ
ン
推
進
課
ク
リ
ồ
ン
推
進

班ớ
〒
2
7
0
Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
Ổ
2
・
緯
内
線
3
8
2
ỜỐ

ủ
印
西
を
詠
む
Ứ
俳
句
会

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
印
西
市

の
自
然
や
文
化
な
ど
を
俳
句
に
詠
み
ỏ

楽
し
む
会
で
す
Ố

胸
印
西
市
俳
句
連
盟
主
催
ỏ
市
教
育

委
員
会
後
援
Ố

■時 
7
月
　
日
臥
・
 午
前
　
時
　
分
Ỗ

11

10

30

午
後
4
時
Ố

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

ớ
中
央
南
ỜỐ

■費 
1
街
0
0
0
円
ớ
参
加
賞
ỏ
特
選

賞
ỏ
お
弁
当
代
な
ど
を
含
む
ỜỐ

■他 
印
西
市
を
詠
ん
だ
俳
句
ớ
当
季
雑

詠
Ờ
3
句
を
持
参
Ố

■申 
6
月
　
日
峨
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
Ố

30

■問 
田
口
ớ
緯
碓48 
6
8
4
8
ỜỐ

2
0
1
5
年
度
地
域
史
研
究
講
座

　
毎
年
恒
例
の
ủ
印
西
地
域
史
講

座
Ứ
を
開
催
し
ま
す
Ố

臼
北
総
の
夜
明
け
前
ử
戊
辰
戦
争
と

東
山
道
軍
・
赤
報
隊
の
悲
劇
Ố

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

28

10

噛
講
師
ộ
中
村
勝
氏ớ
近
世
史
研
究

家
ỜỐ

渦
北
総
の
夜
明
け
後
ử
小
金
・
佐
倉

牧
開
墾
と
裁
判
闘
争
Ố

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

26

10

噛
講
師
ộ
中
村
勝
氏
Ố

嘘
最
近
の
邪
馬
台
国
論
争
と
考
古
学

の
進
歩
Ố

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

23

10

噛
講
師
ộ
大
塚
初
重
氏
ớ
元
明
治
大

学
教
授
ỜỐ

回
の
会
議
ớ
原
則
ỏ
平
日
の
昼
間
に

開
催
Ờ
に
出
席
で
き
る
人
Ố

※
ほ
か
の
付
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

な
ỳ
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
Ố

■定 
2
人
以
内
Ố

■申 
7
月
1
日
我
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で

に
ỏ
申
込
書
と
小
論
文ớ
テ
ồ
マủ
本

市
に
お
け
る
今
後
の
障
害
福
祉
の
あ

り
方
Ứ
8
0
0
字
程
度
Ờ
を
左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
Ố

※
申
込
書
は
ỏ
障
が
い
福
祉
課
ỏ
各

支
所
で
配
布
ớ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
も
可
ỜỐ

※
申
込
書
と
小
論
文
に
よ
る
審
査
を

基
本
と
し
ỏ
必
要
に
応
じ
面
接
を
実

施
す
る
場
合
有
り
Ố

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
給
付

班ớ
〒
2
7
0
Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
Ổ
2
・
緯
内
線
2
6
1
ỜỐ

印
西
市
廃
棄
物
減
量
等

　
　
　
　
　
  推
進
審
議
会
委
員

　
一
般
廃
棄
物
の
減
量
や
適
正
な
処

理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
審
議
を
行

う
た
め
ỏ
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

胸
任
用
期
間
ộ
委
嘱
の
日
か
ら
2
年

間
ớ
9
月
の
委
嘱
を
予
定
ỜỐ

胸
報
酬
ộ
日
額
7
街
5
0
0
円
Ố

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
ỏ年
1

20

Ỗ
3
回
の
会
議
ớ
原
則
ỏ
平
日
の
昼

間
に
開
催
Ờ
に
出
席
で
き
ỏ
廃
棄
物

の
減
量
化
や
資
源
化
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
ỏ意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
人
Ố

※
ほ
か
の
付
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

な
ỳ
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
Ố

■定 
2
人
Ố

■申 
7
月
　
日
画
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で

17

に
ỏ
申
込
書
と
小
論
文ớ
テ
ồ
マủ
印

西
市
の
ご
み
減
量
化
及
び
資
源
化
に

つ
い
て
Ứ
8
0
0
字
以
内
Ờ
を
左
記

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
Ố

※
申
込
書
は
ỏク
リ
ồ
ン
推
進
課
ỏ各

支
所
ỏ出
張
所
で
配
布ớ
市
ホ
ồ
ム

唄
臼
井
城
主
原
氏
と
印
西
各
地
の
城

址
を
考
え
る
Ố

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

27

10

噛
講
師
ộ
遠
山
成
一
氏
ớ
千
葉
歴
史

学
会
員
ỜỐ

欝
我
孫
子
・
白
樺
派
の
村
ử
手
賀
沼

湖
畔
に
生
き
た
文
人
た
ち
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

10

25

10

噛
講
師
ộ
三
谷
和
夫
氏
ớ
地
域
史
研

究
家
ỜỐ

蔚
古
文
書
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
ử

古
文
書
解
読
の
魅
力
を
語
る
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

11

22

10

噛
講
師
ộ
小
池
康
久
氏ớ
市
職
員
ỜỐ

ừ
共
通
Ử

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

ớ
中
央
南
ỜỐ

■定 
各
回
　
人
Ố

50

■費 
各
回
5
0
0
円
ớ
資
料
代
な
ど
ỜỐ

■申 
事
前
に
住
所
ỏ
氏
名
ỏ
電
話
ỏ
希

望
講
座
名
を
記
入
し
ỏ
F
A
X
ま
た

は
ỏ
は
が
き
で
左
記
へ
Ố

■問 
印
西
地
域
史
研
究
会
事
務
局
ớ
〒

2
7
0
Ổ
1
3
4
7
印
西
市
内
野
2

Ổ
6
Ổ
3
4
Ổ
1
0
5
 松
本
方
・
緯

／
胃
碓47 
7
1
7
7
ỜỐ

ち
ば
里
山
カ
レ
ỽ
ジ

　
里
山
林
の
保
全
整
備
活
動
に
必
要

な
知
識
と
技
能
を
ỏ
座
学
と
フ
ỹ
ồ

ル
ド
実
習
に
よ
り
体
系
的
に
学
び
ま

す
Ố

胸
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ồ
主
催
Ố

■時 
7
月
　
日
臥
Ỗ
9
月
　
日
臥
ớ
全

25

26

8
回
ỜỐ

■場 
千
葉
市
き
ぼ
ồ
る
ほ
か
Ố

■定 
　
人
Ố

30
■費 
一
般
8
街
0
0
0
円
ỏ
学
生
5
街

0
0
0
円
Ố

■申 
7
月
　
日
華
ま
で
に
電
話
ỏ
ま
た

20

は
メ
ồ
ル
で
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
0
4
3
8
Ổ
6
2
Ổ

8
8
9
5
・
■メール in

fo
@
ch
ib
a�sa

to
y
am
a.n
e
t

ỜỐ

任
期
付
職
員
ớ
一
般
事
務
Ờ

　
8
月
か
ら
勤
務
で
き
る
任
期
付
職

員
ớ
一
般
事
務
Ờ
を
募
集
し
ま
す
Ố

胸
勤
務
期
間
ộ
8
月
1
日
臥
Ỗ
平
成

　
年
3
月
　
日
牙
Ố

28

31

胸
賃
金
1
1
4
街
7
3
5
円
Ỗ
1
2

7
街
6
8
0
円
Ố

■時 
月
曜
Ỗ
日
曜
日
の
う
ち
週
4
日

ớ
一
日
7
時
間
　
分
Ờỏ
ま
た
は
週
5

45

日
ớ
一
日
6
時
間
ỜỐ

■場 
市
役
所
ま
た
は
出
先
機
関
Ố

■内 
窓
口
業
務
ỏ
電
話
対
応
業
務
ỏ
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
事
務
処
理
な
ど
Ố

■対 
原
則
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
ỏ
地
方
公
務
員
法
第
　
条
ớ
欠
格

16

条
項
Ờ
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
な
い
人
Ố

■定 
一
人
Ố

■申 
7
月
3
日
画
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で

講
座
・
催
し

　
目
の
前
で
起
こ
る
不
思
議
な
体
験
Ố

俳
優
と
し
て
活
躍
し
た
ỏ
た
か
お
氏

が
創
る
芝
居
と
マ
ジ
ỽ
ク
を
融
合
さ

せ
た
想
像
の
世
界
Ố
オ
ン
リ
ồ
ワ
ン

な
ス
タ
イ
ル
で
人
々
を
魅
了
し
ま
す
Ố

■時 
8
月
2
日
蚊
・
午
後
6
時
開
演
Ố

■費 
大
人
2
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
1
街
0
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
・
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
3
歳
以
上
入
場
可
Ố

■申 
チ
ケ
ỽ
ト
は
文
化
ホ
ồ
ル
窓
口
で

販
売
中
Ố

7/12
（日）

い
ん
ざ
い
寄
席

8/2
（日）

た
か
お
晃
市
　
マ
ジ
ỽ
ク
シ
ἀ
ồ

　
　
　
シ
ồ
ク
レ
ỽ
ト
ガ
ồ
デ
ン

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイプレイガイドド

■問 文化ホール
（緯碓⚔⚒ 8811）
〒⚒⚗⚐－⚑⚓⚒⚗
印西市大森⚒⚕⚓⚕

※
各
種
割
引
や
詳
細
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
ま
た
は
文
化
ホ
ồ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
ỏ
文
化

ホ
ồ
ル
の
み
で
す
Ố

　
日
本
人
と
し
て
唄
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
歌
が
あ
る
と
ỏ
昭
和
歌
謡
を

今
に
伝
え
ま
す
Ố

　
メ
ロ
デ
ỹ
ồ
の
や
す
ら
ぎ
を
ỏ
歌

詞
の
心
を
ỏ
昭
和
時
代
の
夢
を
ỏ
一

緒
に
歌
い
手
拍
子
を
し
て
ỏ
懐
か
し

く
も
新
た
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
Ố

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
開
演
Ố

13

■費 
大
人
1
街
5
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
5
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
・
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ
7
月
　
日
臥
か
ら

11

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
開
始
Ố
7

月
　
日
峨
か
ら
電
話
予
約
可
Ố

14

9/13
（日）

東
京
大
衆
歌
謡
楽
団

　
Ỗ
昭
和
初
期
の
名
曲
を
唄
う
Ỗ

募
集

　
梅
雨
の
時
期
に
入
り
ỏ
道
路
や
歩
道
に
隣
接
す
る
民
地
か
ら
雑
草

や
植
栽
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
Ố
道
路
や
歩
道
上
へ
伸
び
た
雑
草

や
植
栽
を
放
置
し
て
お
く
と
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ỏ
大
変
危
険
で

す
Ố
土
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
の
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
Ố

■問 
土
木
管
理
課
維
持
班
ớ
緯
内
線
7
9
3
・
7
9
8
ỜỐ

草
刈
り
清
掃
な
ど
に
ご
協
力

草
刈
り
清
掃
な
ど
に
ご
協
力
をを

ごみの分別大事典シリーズH27－渦

　プラスチック製容器包装の出しプラスチック製容器包装の出し方方
　今年4月に、「プラスチック製容器包装」（黄色の指定袋）としてごみ集

積所へ出された資源物の品質を評価するため、印西クリーンセンターの

引き取り業者による検査（中身の確認調査）が行われました。検査結果は、

95％はきちんと分別された物が入っていましたが、一部、プラスチック製

容器包装とならない物も混入していました。対象となるのは、中身を使い

終わっていらなくなったプラスチックやビニールなどの容器や包装で、

目安としては「プラマーク」（右図）が表示さ
れています。具体的には、商品などの包装袋、チューブ

やトレーなどの容器、ペットボトルなどの外装ラベル

やキャップ、梱包材などの発泡スチロールです。

　なお、プラマークのないプラ製品は「燃やすごみ」へ、カミソリなどは

「燃やさないごみ」とし、紙などに包んで「危険」と表示し指定袋に入れて

出してください。危険物や医療系廃棄物が混入していると、収集員がけが

をする恐れがあるので、絶対に「プラスチック製容器包装」には入れない

でください。

■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。


